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◆�　

去
る
６
月
29
日
に
、
高
岡

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
市

長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
我
々

役
員
・
会
員
一
同
も
気
持
ち

を
新
た
に
、
新
し
い
市
長
と

連
携
し
、
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◆�　

本
稿
で
は
、
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、

防
災
力
の
強
化
、
多
機
能
地

域
自
治
や
、
若
者
地
域
活
動

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
し
た
。各
地
域
で
も
、

自
ら
課
題
解
決
を
行
う
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆�　

結
び
に
、
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
取
材
等
に
応
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員	

中
井　

隆
行（
記
）
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大阪・関西万博での金屋町に伝わる民謡「弥栄節」の披露

住
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
ご
ろ
よ
り
自
治
会
活
動
に

格
別
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
で
は
、
能
登
半
島
地
震
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
災
害
に
備
え
る
た
め
、
昨
年

度
か
ら
防
災
体
制
の
強
化
を
新
た

な
柱
と
し
て
設
け
た
と
こ
ろ
で

す
。
地
区
防
災
計
画
の
策
定
、
届

出
避
難
所
へ
の
登
録
、
よ
り
実
践

的
な
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、
行

政
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

近
所
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て

行
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
の

で
、
日
ご
ろ
か
ら
顔
を
合
わ
せ
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
住
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、「
防
災
」
を

単
な
る
災
害
へ
の
備
え
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
き
っ

か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
速
す
る
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
社
会
構
造

が
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
地
域

活
動
も
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
良
い
所
は
残
し

つ
つ
、
新
し
い
考
え
方
や
方
法
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
我
々
連
合
自

治
会
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
と
の
連
携
・
協
力
体
制

を
強
化
し
、
多
機
能
地
域
自
治
を

導
入
す
る
な
ど
、
地
域
活
動
の
効

率
化
と
負
担
軽
減
を
図
り
、
持
続

可
能
な
地
域
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
各
地
域
の
活
性
化
、
住
民

の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
６
月
の
高
岡
市
長

選
挙
で
新
た
に
就
任
さ
れ
た
出
町

譲
市
長
と
、
し
っ
か
り
と
連
携
し

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◎印は新役員
★印は新会員

（１） （４）



昨
年
元
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地

震
に
よ
り
、
当
能
町
校
下
の
吉
久
地

区
に
お
い
て
液
状
化
と
い
う
重
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
能
町
校
下
の
防
災
力
の

強
化
を
目
的
に
、
高
岡
市
危
機
管
理

課
及
び
野
村
地
区
防
災
士
会
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
頂
き
、
当
校
下
防
災

士　

松
田　

昭
氏
を
会
長
と
し
て
、

昨
年
10
月
22
日
に
防
災
士
12
名
に
よ

る
「
能
町
地
区
防
災
士
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

全
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
毎
月
１
回
、
研

修
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
10
月
～
12

月
は
、
高
岡
市
で
発
行
し
て
い
る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
７

種
類
の
う
ち
、
能
町
校
下
で
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
３
種

類
（
津
波
・
地
震
・
洪
水
）
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
１
月

か
ら
は
、
当
防
災
士
の
会
及
び
連
合
自
治
会
と
協
議
し
な
が

ら
作
成
し
た
「
能
町
校
下
防
災
計
画
」
の
骨
格
を
、
全
会
員

で
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
実
践
的
な
知
識
と

し
て
、
２
月
に
は
「
様
々
な
ロ
ー
プ
結
び
」、
３
月
に
は
「
三

角
巾
の
使
用
方
法
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
全

会
員
が
防
災
士
と
し
て
の
最
低
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
８
名
の
防
災
士
が
加
わ
り
、

20
名
で
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
校
下
内
で
の

会
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
各
自
治
会
で
の
防
災

訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
能
町
校
下
全
体
の
防
災
力
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

守
山
地
区
で
は
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
住
民
が
交
流
す
る
機
会
が
減
り
、

地
域
内
の
繋
が
り
の
希
薄
化
に
危
機
感

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
新
た
な
賑
わ
い

を
創
出
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
令
和

６
年
10
月
に
守
山
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
地
域
参
加
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ル

シ
ェ「
も
り
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
若
い
世
代
の
住
民
が
中

心
と
な
り
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
若
者
地
域
活
動
支
援

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
企
画
・
運
営
を
進
め
ま
し
た
。
地

域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
団
体
や
業
者
の
方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作

品
の
販
売
、
こ
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
制
服
交
換
会
、

吹
奏
楽
、
落
語
や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
、
300
名
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
感
心
し
た
こ
と
は
、
若
い
世
代
な
ら
で

は
の
準
備
・
運
営
方
法
の
工
夫
で
す
。
土
曜
や
日
曜
に
仕
事
の

方
が
多
く
、
顔
を
合
わ
せ
て
話
し
合
う
機
会
が
限
ら
れ
る
中
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
情
報
共
有
や
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
用
の

分
か
り
や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
な
ど
、
地
域
活
動
に
お
け
る

担
い
手
不
足
解
消
の
ヒ
ン
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
う
若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ア
が

共
感
を
生
み
、
多
世
代
間
の
交
流
に
つ
な
が
る
な
ど
、
地
域
の

絆
を
育
む
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
、
若
い
世
代
と
協
力
し
な
が
ら
、「
守
山
に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
活
力
あ
る
地
域
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
と
各
種
団
体

の
取
り
組
む
事
業
や
行

事
の
調
整
を
図
り
、
地

域
の
諸
問
題
を
地
域
で

解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
本
年
５
月
に

「
定
塚
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

設
立
に
向
け
て
、
自

治
会
と
各
種
団
体
の
活

動
を
一
覧
に
整
理
す
る
「
棚
卸
し
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
各
団

体
が
事
業
や
行
事
の
消
化
に
精
一
杯
で
、
特
定
の
役
員
に
過
大

な
負
荷
を
か
け
て
い
る
状
況
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
目
的
の
似
通
っ
た
事
業
や
開
催
時
期
の
重
な
っ
た

行
事
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
防
災
運
動
会
を
共
同
で
開
催
す
る

な
ど
役
員
の
負
担
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
大
き
な
団
体
が
小
さ
い
団
体
を
支
え
、
補
完
し
合

う
し
く
み
が
必
要
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、
役
員
の
選
出
方
法

を
根
本
的
に
見
直
す
た
め
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
40
町
内
を
６
つ
に
分
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
と
、
各
種

団
体
の
役
割
に
応
じ
た
「
防
犯
・
防
災
部
会
」「
福
祉
部
会
」

な
ど
６
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
、
各
団
体
の
行
事
予
定
を
一
つ

の
広
報
誌
に
一
元
化
し
て
全
戸
配
布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
な
か
で
、
座
談
会
の

参
加
者
の
中
か
ら
新
た
な
人
材
を
協
議
会
に
招
く
こ
と
が
で
き

た
の
が
、
今
後
に
繫
が
る
第
一
歩
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
が
、
地
域

の
皆
様
と
協
力
し
て
、
安
心
・
安
全
な
定
塚
地
区
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。 ５

月
28
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡
に
お

い
て
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

報
告
、
役
員
の
補
充
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）・

収
支
予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
主
な
活
動
内
容
及
び
令
和
７
年
度

の
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

・
危
機
管
理
課
と
の
意
見
交
換
会�

（
４
・
６
・
７
月
）

・
定
期
総
会
開
催�

（
５
月
）

・
自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査�

（
７
月
）

・
結
ネ
ッ
ト
担
当
者
交
流
会�

（
７
月
）

・
市
当
局
と
の
懇
談
会�

（
７
月
）

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」
発
行�

（
９
月
）

・
研
修
会「
多
機
能
地
域
自
治
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

�

（
10
月
）

・
県
外
研
修
視
察�

（
10
月
）

・
県
西
部
地
域
自
治
会
長
意
見
交
換
会�

（
11
月
）

・
高
岡
市
に
対
す
る
要
望
書
提
出�

（
11
月
）

・
富
山
県
知
事
に
対
す
る
要
望
書
提
出�

（
12
月
）

・
議
会
傍
聴
（
高
岡
市
議
会
12
月
定
例
会
）�（
12
月
）

・
新
春
懇
談
会�

（
１
月
）

・
議
会
傍
聴
（
高
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
）�（
３
月
）

栄
誉
に
輝
く

　

■
高
岡
市
功
労
者
表
彰橋

本　

善
明　

氏（
能
町
）

杉
本　

孝
之　

氏（
国
吉
）

牧　
　
　

隆　

氏（
成
美
）

故　

大
庭　

和
之　

氏（
野
村
）

橘　
　

信
一　

氏（
石
堤
）

牧
野　

光
男　

氏（
古
府
）

山
﨑　

久
榮　

氏（
赤
丸
）

　

■
富
山
県
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

増
井　

俊
一　

氏（
太
田
）

橋
本　

善
明　

氏（
能
町
）

和
田　
　

徹　

氏（
平
米
）

牧　
　
　

隆　

氏（
成
美
）

橘　
　

信
一　

氏（
石
堤
）

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

　
　

定
期
総
会
の
開
催

　
　

定
期
総
会
の
開
催

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
①

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
③

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
②

能
町
校
下
で
の
防
災
へ
の
取
り
組
み

若
者
地
域
活
動
支
援
事
業

「
も
り
マ
ル
シ
ェ
」の
開
催

定
塚
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立

～
地
域
の
問
題
は
、地
域
で
解
決
す
る
～

能
町
校
下
連
合
自
治
会
長
　
　
石　
坂　
　
　
守

守
山
地
区
連
合
自
治
会
長
　
　
谷　
　
　
晴　
雄

定
塚
校
下
連
合
自
治
会
長
　
　
宇　
波　
真
一
郎

高
岡
市
長
　
出
町
　
　
譲

市
連
自
治
会
だ
よ
り
第
20
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

６
月
29
日
の
高
岡
市
長
選
挙
に
お
い
て
当
選
し
、
高
岡
市
長
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
期
待
に
応
え
る

べ
く
、身
を
引
き
締
め
て
全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
税
金
の
使
い
道
」、「
財

源
確
保
」
に
つ
い
て
、
令
和
の
時
代
に
合
わ
せ
た
新
た
な
手
法
へ
挑

戦
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
を
チ
ェ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
優
先
す
べ
き
課
題
は
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復

旧
・
復
興
で
す
。
発
災
か
ら
1
年
８
カ
月
、
今
も
多
く
の
地
域
の
皆

様
が
、
生
活
再
建
や
液
状
化
等
で
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
現

地
に
出
向
き
、
こ
う
し
た
皆
様
の
生
の
声
を
聞
い
て
、
行
政
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
今
、
公
共
交
通
、
医
療
・
福
祉
、
子
育
て
・
教
育
、
産
業

振
興
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
そ
の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
課
題
に
向
き

合
い
な
が
ら
、誰
も
が
満
足
感
の
あ
る
「
住
み
た
い
ま
ち
・
高
岡
」「
み

ん
な
笑
顔
の
高
岡
」
の
実
現
に
向
け
、
施
策
・
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。
高
岡
市
連
合
自
治
会
会
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
高
岡
市
連
合
自
治
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
地
域
住
民

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ

令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
計
画

Ⅰ�　

高
岡
市
連
合
自
治
会
は
、
市
勢
の
発
展
と
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
寄
与
す
る
た
め
、
各
地
区
連
合
自
治
会
の
連
携
を

基
に
、
行
政
及
び
関
係
団
体
と
の
相
互
協
力
・
協
調

を
図
り
、
少
子
高
齢
の
進
展
に
危
機
感
を
持
ち
な
が

ら
持
続
可
能
な
地
域
活
動
を
目
指
し
て
、
次
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
内
容

①　

防
災
体
制
の
強
化

②　

高
岡
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

③　

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

④　

地
域
福
祉
の
増
進

⑤　

環
境
保
全
・
美
化
運
動
の
促
進

⑥　

�

持
続
可
能
な
地
域
活
動
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

（３） （２）


